
体験型 環境教育

一般社団法人 自然エネルギー推進機構

⾃然エネルギー設備を ⾒せて! 触れて! 体験する! 

環境ESD (持続可能な社会づくりの担い手を育てる教育)



地域利用型 自然エネルギー設備設置

目的・取り組み・実績



一般社団法人自然エネルギー推進機構の取り組み
地域利用型

小水力発電所の事例
＜主な取組＞ 2014年より活動
地域拠点としての情報収集、調査実施
活動展示・紹介企画展示、視察等受け入れ
 プロジェクト等の共同企画、共同実施
学習機会提供、政策提言
取組事例の情報発信、イベント等の周知協力など

静岡県内



地域利用型小水力発電所の役割



地域利用型自然エネルギー施設を7ケ所
静岡県・神奈川県・鹿児島県・京都府において建設中



令和元年より
環境教育・地域防災・地域振興に利用できる自然エネルギー設備の設置と環境教育プログラムの
実施準備を全国の7自治体と進行中

環境教育の実施



 （一社）自然エネルギー推進機構（推進機構）は、自然エネルギーを利用した施設の整備を推進する。
 ○○市は、推進機構の事業推進に協力する。
 ○○市と推進機構は、自然エネルギーの利用施設を活用し、環境学習を推進する。

 ○○市は、推進機構の協力を得て、自然エネルギーの利用施設を、災害時における非常用のエネルギー源とし
て有効に活用する。

連携等の役割

○○市内に偏在する自然エネルギーの利用を推進す
ることで、2050年カーボンニュートラルの実現に向けて、
地域から積極的に貢献する。

目的

現在進行中の自治体との連携による自然エネルギーの利用推進プロジェクト概要

事業の内容

○○市と（一社）自然エネルギー推進機構は、連携のもと、小水力、太陽光、風力など自然エネルギーを利用した
発電施設の整備や、市民への環境教育などを推進する。

基本協定を締結して個別の事業を推進する。



施設建設スキーム
スキーム図
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プロジェクト第１弾 ○○市公共施設（自然エネルギー）パークプロジェクト

PJ１概要

 「道の駅」に太陽光、
小水力、風力など自
然エネルギーを利
用した発電施設を整
備

環境学習の拠点とし
て活用

整備する施設等
 カーポート型太陽光発電（PV） 約50

～60ｋW
 蓄電設備 約10～20ｋW
 EV充電施設 １基
 小水力発電 約１～２ｋW
 小型風力発電 外灯電源等

再エネパークを実現

【プロジェクト効果等】
自然エネルギー利用の発電によるCO2

削減
★30％程度は自家消費で利用予定
環境教育の拠点として活用
例）親子自然E教室、ナイトカフェ開催

災害時に非常用電源として利用
例）避難場所の照明や携帯電話充電

PJ２概要

○○川の流水を利
用した水力発電施
設の整備

※地域の水資源活用

整備する施設等
 水力発電 約１００ｋW（想定）

【事業効果等】
水力発電によるCO2削減
環境教育の視察先として活用

プロジェクト第２弾 市内河川利用の水力発電

来年度より実施の事例

第３弾以降（想定） 市役所でのカーポートPV、○○公民館のPV設置など。併せてEV充電施設の設置


